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　　ら剛ぱ1一すべて赤23日の行幸首左中心として勤し欣・といフても極言でぱむい．

2巳宮内庁の正式発器によっ（，行率瞥当田岡僅下は水族鰭に負威りとの事が表走した．

　　水榊即1ノ師雫員がまと；て旧雛1荒鮒繊櫛激手職脾叩ること
にな？年一・倖下が畠郎蔵採集1こおUでの析には苧貯瞬簗佃阪田助争｝茶幅時研究

累の3名がノ｛即果肉一並に飼］ヰ系集を赤南鋼1中」二げることとなった二一。また帯；糎奪頭・一守是翼煽†究

員’稲垣枝祐員は潜水際剰こ従雫し、葵瞭所の圧海捜能黄．瑠技雑費は卸産紛オベリァ

を運転し，縞・樫山・古家の3名は、船寝陽におけるオベリア’龍箱の職1こ奉壮する率と

なった、

　　4B　l○姉より12帝30分まで轟島1乙戸演習，6．日12・蹄30分より給蒲場にて

演習，　18白・1治列演習、粟1こ2i・22⑦両日畠と凋宣議場で実地演習を行って、r同万

全を婁貫して当日をお待ちレた．

　　イ他方7日には，県政一ひI町」役場から，島1孤救卿をほじ・めとする｛呆険征空閑係者，瞭迩

警孫署自疫警部玖出所長於未館，δ一パ亨嗣鮒晦谷肇翼禾館．リ日劇知率の下穣分，

j7日千前讐征椴察、午後県知辛承館群があってノ準備泣下授分が進φヶれた．．i6・

17軸1こぱ一O衛燭台本ベリア螂晩横壷が行わ糾こ．一

　　なお行率替当雇（23巳㌧水族箔帥励ヒバ又’巳卒亙盈父杜蕎の葡兜夢叩術者に

札でのみ8勝より9艇蝸ノ9蹄30似徽雛客碑一3目青より17鯖で
は平嵩馴同館と決定．こ帆と差12日各文適業着並閑候方馴乙通知、一方鋸慮外の

溝才肴・整鶴毛溝ぐと；藍句られた1．

　　20日21日にかけて，京一大本名苓足ぴダ里学郵よP総量篭1量・赫以下衆1打ノ身榛典会こ損二

員毛多数滞ミ館，同度水族套勤卸案酋の衰習毛矛不十）れてノ1一はしは行革若・をあ併ちIする段落

となっ．た．なお20目’には荒禦・稲均両名の塀集レたマかキがイを陛下の22度の釦食

携肇を瑚秦わす一．目として自費のrキに事良しに、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ほ）



　　尺隻．皇后爾陛下は21白玉童1県よ一りはじめて紅巾賂・にお早いり1乙なク。22日は

邪智の蕉反び串本・調僻を御鞄になら札御召列車にて16蹄3δ分掌浜口取御慶ノ富

采打法虞近市航村民械瞬・・．．㌃め中を御泊所「芭湊のヰ」に入られた．

　　明けて23臼両陛下はお揃いにて麿透突鞍師並に水衣籟に行幸瞥ミれ仁．昭和4等

にお迎。亡してか533茸曖、裏一倉・さまとふ施し1でおし1でになるのばほ1）幻一でのことであ

る、こ4日ば9府頃よりあし1にくの南となり，フし1に雨天の場合の御日程1ごこ菱更．

「狂たごし天陵を足で，畠島のの採集を行われる亦どうかをきめる、と¢ご琵蓉に，ひた

すら天守暖の回考夏をおネ庁りした6）で’あった二、

　　両陛下は，…O騎40扮御泊ク前発，京穴総長．理学部景以下京尺厨探老ノ煽海実

衡欣簿ノ水操鰯風案外多散華塑の中をノ11時集駿所御溝、京欠総長御た導の下i乙奉

迎宿にを駅を賜わりな於ら，特別那兜整に入られた．

　　水族館には11時10分御髪，富地象長伯J先尋申上げ、蹄阿委員・荒翼研究壊がδ

謝辞上帷。生、物学看の天皇陛刊深い明心をお涛ちの御特でノ杓釦■■つ一つ

を冊創こ傍椀になら打、ご款雛封れ」ばノ「かそう．』ξ蓮智れ，しは＾じはδ賓固

毛ミ杯た二、姉1乙は塁倉さま差。至・り涯フて戸才轟さレて話され，につ乙りほ＼えまれるなど・，

おむフまじレ1尤葦毛足受1けうれた1．フ1く疾館てば，熱心迂ご朋二発のため，ご予定⑦蹄間を

10分余毛オ…バーしてノ　！．2騎10分興水深鑑を出クれアお符ぢしてし1た高分の奉迎

虐に会釈され，締男蛎肝究劉乙八5れた、ご昼食，例外患ののち13肝皇后陛下は白浜観

光に乙出発になられた、

　　．天髪一陸下にとつて、今度のご旅行での山番のrこのしみは、畠島の臓採集で吻るとみ

間さしていたのに年後も粛一ぽ止まず’，っし1に餓採集をおとりやめにな．ったことぱまこと

1こ残念な～二とであった一まにご予定楚歳以未井争．aη日に備えて，度くの演習ξフ∫け

てきた岡係潅1毛言剣こ心ヌ麦つであったか，天’民のみはどうすること毛ききな弘’）た。たマ

水族館におけるノペ、1可欠塁梢幸に泉レくノのびのびと脚酬縫籔も忘れてれづ柵ここ

とばまことに、ようこぽし＜フ当飽として二むあクがたいきわみであった

　　本髪陛下にい3野より喀海姿桑・蹄＝濁・季璽・黒胃弱苧党員の廊炎韻書・をき孤れたのち

μ肺癌藩突嬢所卿牝琵一側殖り所へお帰帷なった，

　　両陛下は24目9晴45分田訣口発〔う御召列車1こてご拍発、妃螢石油下率製地所’

承野山県経清センダ～英の佐をご禎，擬，莉琢浦にてこ一・泊ノ25冒岐阜帝に自フでひ出

発、26日夕刻ご撤嫌うるわし＜帰京くれた．
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　　　5層2日　タウアシが二本櫨の表司（ば15ノ。（二まで冷却，ずラス面’におびただし

い結露をみた．

　　　5月3日　15事力の毒1永政上ボンァ姶劾．

　　　5月4日　修理のだ幻一路所鎖レてUたリ宇塑犬水璃本員より公榊

　　　う月7日

トに戸館石カメラマンを着揮レて撮影した1（三ミリカラー海底蝋藪（蛛苓麟濁26分）

ク勤伽の林4（仮然）と錐裳レた。　三衛迎停の海底の腔腸勅」身分と稼頂動倫を圭どする

秦観に心打だれに．

　　　5月15日　温水鎧4－Cα詣幸水止め工手書を了．
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水族館記事一
18　錦一ポ槽室フ＾以較丸型ガラスバット菱簾示していた流し表取1J外し、カる23水纏

　　　（緕、型ガ’ラスベット）前の麗藩を広くした。

2目　1＋｛く4書のフ4一レターと炉．抄を薄だットし、償濠輯嗣

3胃　Hホ糖の償卿こ仲、一1，i→～トく二番オく摺勿オく族の入れかえを打つだ骨1〈水槽は朱葛

　　入予しブニハオコぜ全諏（約1，5㏄瀬体）を収容L、、；蝿。

4日．A（ソD水槽の浅水．螂二め工事岡始一水族1弐剛〃そ；2今32，34の着水檀へ彩しフニ1．

5引2日K水槽へ人工海軍（八イビックλフイルム製．市2～3帆畏さ1～ほ孔）

　　を茎直之、小暑夢後書冒の這jレタん蕨をカ、くした。

8冒　Fア」く糟の山3　上ン生やダ∠　に三ピ並．ニダの大聖蜜生を見つけたので、塑

　　強循環にきリかえ、塩酸キこ一ネ2Fj）帆を溶、λして駆酸しだ。なあ、このコペポーダ

　　の標本は替物薙；に保有＝し丈＝。

ほ9　A～Dポ橿の朔く止棚工率先戚。フィルターの蒋セvトと擾禽の飾リ材凌行怠

　　った。〈B硯く棲は、岩斑♂〕到一触こパーナヤー・ギを20謙溶ゴつ植・え付た捌、自薦の海

　　産での郡糖状態が、ほぼ薄理できたように懸われる。

14日A～日楯へ、ベラ類，チ的ケヨウ・プ欄ミギマキ、タマ1わラ締方系の

　　魚類を収容した。
1。日。フj＜酬クイ，こ轟癒の症状倣たので、塩鱒二。ネ療法（I、、澗）鉄

　　施。

1ε目　宇水檀の；李却海水総水替の改良と．リ．げLブ’タ〉70－1の新海氷補翰晴電動

　　弁の横・続が完成し、　（斎粛南唐）．玲却水槽の給水腐簾が、1当初の計画遼リ蟹剥に

　　なった。

17’日～2旧第．1水溜窒伸2～2iの着水槽は、無着媛動地莚主体として、それらを系統

　　1便に授未着ることとし．行幸替1ことなえ（の大薦櫛をか伺（．榎様茜を行っだ。

冊か3・の台型バット9衝1ゴ，ステンレス徐楕びて離しくなったので、そ帷

　　蔀を総ガラスバット（45x30・3σC帆）にとリかえ、収容動地む麺育種魏如一統一一

　　した、春ベッートの中には，異に小型の蹴潟ガラスバットを吊リ下げ．俺朱の水橘で

　　は積、示しiこくがつだ＝エピ・がご頬I　ウミ1ウシ揮葬のご・・（〈さいものも髄察できる

　　ように1．一だ。　（巻末写裏＝参照）　官お、上記勿ガ’ラスパソト牌ば新しい畜（叔である

　　だの．適当な市駁昌がなかったので、

i9日近大湊黛場よリハマ4、カンパう一冬3⊂ジ雄一1木が．入摺、1＋jく橿へ収。容しだ。せ州緊



　　　　　厨養魚樗可4年同飼育．しだユ土（「〔ポカ〉ハチ（5，a陶）各1個体を行室啓

　　　　啓当8の郊詑巳暮嗣として受贈した。

◎困臼　／く水溜ヘアマ石約δO殊を密撞し．藁場の水溜の面目をとりもどした。ハオコゼ

　　　　1之治のの箪目高ぱ　漆の上にとまるものが冷なかったが　同未にはアマモの上や

　　　　玉司’華秦1こノ＼享τだと二…まリ．本6）上…こ笛奪萱リに‡～つて＝客を奏｛まt±て：いる。

◎2o冒．行事劉1こそ怠え．申＊籟室（乃至水槽凌大浦桶した、・

◎　　　氷還が20ヒ1土返ず＜とともに白点病魔曳の活動鄭に人1．j。中水槽室のフグー類

　　　　三ゴ1ダli孝1こ積談跳紋。淋橿は塩哨法荻傭した斑寒、マダイユ」

　　　　クイの…董淡は一や、軽減．したが、前フニに収磨した、ハマチ、かンパ手にまκ廼し

　　　　て一いるのでユかなりの被魯は竜一れ欝ないと遷わ．れる、

◎　　　一方．ホ浬の上拝とと剴こ，熱帯佳魚簿棚餌付きは創こ澄えて貞くなり，コイ

　　　）ウミヘビ、イラ，与引う手ヨヲウオ寄が湊く摂第ブるようになった苗

◎　　時水橿のタカアシガニは　ら揮砥そろって元気で、冷都装選の効果は明らかに

　　認められる。（資料盈）　本種…の飼料には．こ札まζ一勇ら葉肉ぜ一一団いられ（い

　　だカく、自薦戸は、ごめカニが敏擢な薫類を捕えることは勇ん圭嬬えら孔ず・主役

　　　は賄類や胃駅賦いかと郡象され乱．率実、水槽脈ケアシが二、アカザエ

　　　ピ寡を糖貸しだ例も目璽したので、一考胃からア付り、才子シジミ．、イジが二字（

　　砂にもぐらぬよう．積凌翻っ（おく）を≠茅え．で才tらをよく貞菱ることが判っだ包

◎　5胃のメ来集作案
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　前1記のほかに山本虎夫民よリ叙回1こわだって、江川潜（エピ曳網〕讐（探察したウミウシ

擬カニ類を貢贈。

◎　．圭な麻集水族名

耐ξ書亭篶芋亭㌻烹声ξ
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　動　　サラサウミウシ　ホウ：；くキフシエ1弓がイ　ニシ中ウミウシ　　ヒオウギ．†チル挫二　迎二

　掬　　ミズガイ・べ’：キヌリツミ　サ合コ≠ヌヅベ、リクケガイ　：〉ロフケポリ　ハンペガゼ

　　　　トゲモミシーガイ　ア才不ジグモヒトデ　ョいノアナカシ守〉　シロボヤ　マンジュウボヤSP

◎　宏目（漁期が終ったユ1ビ網に代って．誼撃崎一本釣源蜥と延縄溝拙よリ、乗頚武人リ

　はじ晩だ。また、2－1目にみさき公園ホ族制〔塚集を館榛してあった内港値動鈎が入糟

　しだ。

◎主将蟹入ホ族名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　独　　コモ。〉サがダザメ　コテンァすコ　オ；一ウウミヘピ’ダイナ〉ウミヘしミナミホ　ラ＝ウミヘビ

魚／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　’
　　　エビスダイ地まカカ〉パ今型笠坐アオハダ，巫坐丞埜Σz
刊　　　蛙　圭必　イトフエつ千ギ㌧ポ　ダイナシギン大4スジザジ　イヲササノパベう

　　　　シマフク｝カサゴ”　ヨロイメ（〕レ　クジメ　牛〕’’ダラ

　無着植動助
　　姐、アカイシが＝テ切ダ’コ7ダつアかひデヒトテ、助士、マ柳

◎　5日31日現在飼育中の動物は，寵計一342種4？90個体以、上智、せの丙課は次の

　適リ．このう石観亀水槽に奴．蓉、展示中の動鈎は340箆斗、83o鰯体以上

　　カイ×㌧類　　5種　　多毛類　2種1　タコ簿　　3麗
　　ビト’0虫類　　　　4〒匿　　　　カブトカー’二類　　　1ウ　　　　ウミ＞タ類　　　　5カ

　　ウミトサカ　類　　　　　5｛　　　　フジツボカメ’ヲ類　　　3ケ　　　　　巳ト＝デ類　　　　　8ツ

　　やギ類　　84　エビ類　17リ　クr三ヒトデ類　　3・・

　　ウミェう類　　レ　　ヤド川類一　Gリ　　ウニ類　　12ク

　　イソギソヤク類　　13ウ　　カニ．類　2G〃　　ナマコ類　　7り

　　イシサンづ一類　　iOク　　1フメフラシ類　18・　　六や類　　7・



’ソノ村〉コ類

スナヂ■ンナヤク奪葦

ハすキツナアク萎算

大ウキムシ類

2種

レ

i〃

1り

二枝興繰

巻果類
・Lサラカイ羊乗

イ　カ類

θ穫

22＾

2〃

1り

軟膏魚類

硬腎魚類
（四熱粥；＝割く薫

カメ類

12種

125種

20り）

；3ψ



資 料

工5胃の気一壕1（o9時養暮摂。）

　　南水棲室　（水温｝重は比25水榑）

上　　旬 巾　　匂 下　　匂
■一＾

晴天目敏：4 、デ，、ラ←、、、…，艮、 7
血｛｝一｝舳血

室　混（℃） ．　1－1■一’｝肺阯・一一■曲＾’’L－

@　178
｝

旧、8γ20．7＾｝

　　184L＿＿、’ ク0，0
一一’＾■…　山舳山一・

フ」く　．温（。C）

15，60～岬ε吟■　　　　　　　　　　　　　　　山… 町22～2o．o◎一＾一　1山　　　　　　　　　　　　　　血．｝

l　G．73 1718 1982
｝巾｝＾　　㎞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一1…‘

比　璽〔0－I5）

23．g「r～25，29舳．　　　　　　　　　　　＾

2変三坐壬
23，71（ノ2497山＾｝｝一舳’．“

24，71． 24，04 243G
一＾一 舳　　　　　　　　　　　　　　｛山

新　鎧

18．0 ■竺量蓬…三工

しし蔓一＿　　　173．～18，l

l　」　　　177

取入　口

オく　　…遍　　　〔oC　〕

　　　　　　1叱璽（びI5〕

！6，04へ’一8．2

　17いア
23、ラ9・）25．3

24，83

　　　，8－20＾ノ2σ、尋O
！二」．業上姓し＿．
550　　2づ，6o～24．92

24・．57

皿　手水槽の冷却装置にっしr

　　タカアシガニを始めとする深哲偉采は浄水性の水族を嗣隼飼育する尤⑳，温実調一節

　フ」＜檜（A～守谷刈く稽）の一翻として、ひとま討冷却装竃が完康しだ。確1置のあらまし

　ぱ次の通りて、葎零外斎水濁2跣、室温．34むの条件引3tの循蹟水温を維持ζ

　さるよう設計されζし1る由

！り　冷凍横：木阪金還製叶オーダー牛リングユニ・小∪Wト引R型

　　　　　　内蔵トダー・3，7引くW　公称冷厳龍カ　i4丁0001くCむ・㎏

ζ2）　循環ポ〉フ。：積水化；掌禦　　硬膚塩ビポンフ・

　　　　　　　　2馬力　　3合（P＝一一p3）　　　1稀カ　　1言　（P4）

（3）擦．作盤　U）（2Xヰ⊃および圧力送風授の発情スサ・十舜



（4）」．自動制禦才葉竈 サ’モ1スタッド　　電動千　（舳．一rっ2）詳。．

ザ｛謠�P水）／㍗㌃一

薄都葵竃撰式図

　　　　　　　右1
　　　　　　　一一削

　　　　　　　亦

　　　　　　　　ダ

　　　　　　　　ク

■“
　　　　　　　浄曝（フしオ〉漱）の蚕一諾

　　　　　　償叢’窟ホの．歪踏

｝一｝一一 @　自繋痘水の歪騒

クーラー、コ〉デンサー内の熱

擁竃にぱへ下’’レブ争リグ奮克

便阿

　Ciの滋水は．P2によ1）クーラーとの厨を毛香嚢言る陶に玲劫され、P3によリ亭戸ト

橿との同底循環盲る。この海水から，とリ去る熱1首、コ〉デレサーどWIの藩水に薄さ

れ、w…には濃水拙ζきるので、これを高温水篤に駅iることが（言る。

　冷凍機の運転は、cl．“ノリことリ材けられたサー＝已スタ・ソトの指令により13±2b

（ωの水糧）、2iア±2ち（州0）水温⊃で章動莞淳する斌、dlの水温がl　lち以下に

なつ尤拐台（尽肇〕わよぴWi。の水温が’29セ以、1二になつた場合（震奪〕には、サー丘

スタソトの椙やによリ蟹勘弁が賄いて、自藪丁酌1こ自然海水を奏・久し、二運湾、過熱を防ぐ

よろ1こな＝⊃て二し1る。



試運転の績累
4引？目に打つだ試運鞍ζ二は、Ci舳く湿ほ、Gtで選輯を蛤酷．グ：ラー肉一流量

40勿11苅＝ク、400・妨

　クーう一ス。水艦　　15、義亡　　　鎧豊水温　　8，5む

、’

A（i5，o－8、引x2，4．”＝；s，6oσ（】ωノ視〕

　運転の祈鶏；こ於て滅公祈乾フJを上理る能力を示しっ二。

4胃22日よリ本選亟1こ入り、誤訪逓リはヒ前積の芥麗を譜埼し（い乱二棚淘

5胃2ら白1こPコカ寸i宣障した岩、，このポ〉フ；は稽対当着5よリ不言圏だ’っ3二もの逐一稽ノ狂

峰梢’緯修嚢し．5胃擁在．魯鯉蒔舵く物いている。

　　　耳一。■　州　の澗定値ぽ次表の適リ（牢締9時測定）

Oa水棲の水漏がqのでれよリ着手低いのは、蒸発の影響がとも菅毛られる琳、今

　稽検討を要才る煮てある咄

○　比重の増湘とPHの低下が殆んど認められないのは、貯水槽Clの容量が大きい

　ナニめであろろ。

○自然海水の補給は電動千のテストを謙掴て一湊行ったのみで．水割こ影響のある

程腿は楴充してし1なし㌧　　　　　　　　　能切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h－05弓赤提任．海フ」くの着百ガがなリ目立って未たので、冷凍機の許す範囲で、新海

　水の稿だを虐一慮してしiる帖



　　　　　　　　　　　　　　博一一物館記事

◎i2日　綱不細の潔蜥替滅．蟹八医よリ．むニフェ∠ωコィロノ㌧マ（6c帆⊃を受贈

　　　　餓猷探浮しだ。この肋、山本橋夫医操秦舳瞬をカロえて古5個㈱

　　　　秦つナニ。

◎21目三三立ソデ伯j・・1，必吻Ψ癖本を水族勧展示室へ移しだ。
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冷奉Pヨ麦遼＝カミ差．成した＝綬械窒

　左端：操作盤反面勤製卿監

　ヰ央：ウオーターチリンクユ：ット、その向う測古手は循暇ボンア4台

　右端：C一の電動弁・

＝・議ジ

　　　　　　　　　　．：、！

衛一キ、㌻

蟹「幽・

一一．〃ユ

「二「1ト

ボンフ倭 左：新吉貴15専有硬夷塩。ビボンア

石1既設5聾ウ」更輿温ビポンア

　　　　　一27一



う1朽η

・・士一・一・店＾ワ

　r　8

／　　　　　　　　　　　呈　　11　　　　　　　　　1　　　　，　l　l；二≡二・一　一1．三；」
。・一

Q．、！
A、」ノー二’’ @’、＿一で4

新装庶1った二NO．23角型パットj詳（9倍）の．部；

総かラ人ベット：4らX30×30C礼

　　　　　　　　　15XiO×1OC硯．j各2個
インサイドバット：
　　　　　　　　　ll×5×lOCπ．各1個

5砺厚のカ’’ラ入をエボーキン慶藩r割で組立

中央のインサイドバットには拡大｛寛（コンデンす一レン天を加工）をとりワけてある

発電室1 右三：30K〉A￥邑整袴≡（重訂カ用）

右　10KVA幹琶梯い、三・リI竈）
　　　　　　　　　　一．．．一・二）．「一．一一

新設

旧発一直窒より移麺



未　訪　録

5円1日　須藤水族館飼育係吉田啓正氏視条のたわ宋喰芭。

ら同6庫一 蝸a一癖I立医大敏才萱舟オ、三貴落武考晃祭のだ句末喉壁一

5月14日　釈京文学理学者芦率務長旺坂一冨氏概緊のため来館．

5月i6日　崔亭岡市建築課長酒井正回菖月氏ネ晃蕉のだ幻来館．

5局25日　茨城県立天荒水族館惰藤巻奉た郎氏裡祭の妙来館、

一29一
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